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Toyotar:函 Suhara and Eiji Kasahara: On the Flow of Fluid through' an 

Opening. The motions of fluid through the openings as shown in Fig. 1， 2 and 8 are 

analysed according to the two-dimens!onal theory of discontinuous potential flow. 

General expressions for tne relations between the f[ow velocities and the sizes of the 

openings or of the boundaries are given as functions of ぬe necessary parame ~ers 

connected with the above quantities. 

流体機械に於ける間際の形と流体のj結決との関係を調べるークの方法として，二三の間

際形式に就き，二弐元不漣古事ポテンシアル論による流線解析を試みた。密度ー定の完全流

体と鍛定しての事であるから，賓l祭の場合と相蛍喰違う事が?象想されるが，種々の場合の

比較傾向に就いてはー・臆分る様である。此虎では Pig.J， Fig. '1及び Fig.8に示した

場合に就き}般に計算してあるから間際が大きくても差支えがない。賞例に関する数値計

算はヨ免税に報告する積Yである。

F'ig.3はz==必+iy千i百に於ける流動形の二例であって，F句.2はFig.l及び

，ω=uー初平面に於ける之等の境界線の寝像;Fig.4は θ=lg(qjjq)+i()平面に於ける;

F'ig.5は χ=ゆ+i伊平面に於ける;Fig. 6は t.2frIUに於ける何れも Fig.1及び Fig.

…( 1) 

2の境界線の潟{象とする。此庭に各園の相互の霊苦慮黙を同じ文字を以τ示した。

先す，.β 平商と t2fi-'商との聞の馬像画教を下の如くとる:

dD= . __ N_(t_-=-'c)di 
(t-b. t-d)，/t一α・t-h

ー∞くhくfくdくcくbくαく∞ …(2) 但し N=常数，

として β I百の無限遠 B及び D 鮪に於ける4条件から (1)のNを消去すると

'/' I可ノ瓦二万ごb-五 ，/α -d~ d-d¥ dll=一。 (vu，-:，J. y"-/IJ + V u，-:"". ~-"-"")ノ一一一一一;…(3)
2 ¥ t-b -. t-d I，/t-α. t-h 

b-c /α-b. b-h 
一 =y~ 、或は

c-d -Jα-cl. d-h， 

が得られるo (3)の積分は初等画数であるがここでは便宜上;3)に次の縫換をする:

sn2r:: tーち dt n ，y "s.凡C， cnC， dnC， sn~Ç，j 
一一二一一一一一 =2(bーのーsがこj- t-d， dC， -'" '~" (.sn2C，j-sηC勺2

'但し (Fig.7) k2=(α-b. d-h)jCα-d. b--h) ，~ sn2C，i=(α-d)j(α-b)， 

C，=&+句，C，i=K+i(I一μ)K'.

牢工博，鹿膳義塾大事敬授， Dr. Eng.， Prof. of '}ζeiogijuku University. 

料慶態義塾大事藤原記念工事部講師， Lectnrer of Fac~Ilty of Eng. Keiogijul王uUlliversiげ・

-・・(4) 
θ.-h α-c. c-d 
b-h一α-d.b-c. 同時に

...t5 )，(51
) 

…( 6 ) 

( 1:1 ) 
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之で (3)は
dC， 

di22--57;c-K 87bC dc，! 

となり，従って

Q ← (C1LC+dnC) (kcηC十dnC)
6 一一 k72sn~一一一一←

又 (4)と (5)とから BD問 (Fig.l，2及び F'ig.7)の最高速度の貼 Cに於て次の

関係が得られる:

sn (νk'， k') dn (νk'， k') =Cn (νk/， k') 

上式から ν=}i ・ …(8) 

C貼では D=lg(gj/gJ+i7t/2であるから (7)，(めから C貼の速度qcは

qc=qj (l-y'k )/(1+〆k).…(9 ) 

…( i) 

流源 Fι於ける速度 q，は同様に (7)から，

c，=λK十iK'(Fig. 7)として

従って

qjー (cnÇf十伽~.tl_( k~nÇ， t~必) I 
q， - kF. snC， 

_l-k仰なK+cnλKdnλK
(1-k)抑 λK

1 f qj I qJ叫 l-ksn札 K ~ ¥ 
2-KE7+石ノ=c長而玩亙=Q'I

1 f qj q， ¥ cnlKdnAK "'， I 
一一一一一-一一一一 一一・~ ¥ q， qj ノー(1 -k)snλK-~ J 

流入賠 Jに於ては (Jj=α として同じく(りから

-・・(10)

及び -・・(11)

cosα一 1二生竺生 d些:μK'，恒三k
一 (1-k)snCiー (1-1c)a>n(μK'，k') 

8印 α icnCidnCiー(1十k)sn(μK'，k')cn(μK'，k') 
一一一一一一(l-k)S1に - dη(μK'， k') 

次に χ平副と t平商との閥係を次の如く表わす:

一 ψ1 dt χー _ J. 1" 但し ψ1=Bjqj=B， q， 
7T. t，-" 

-・・(12)

-・・(13)

従って

いも中=今-lg(t-f) ...(14) 

とすると Fig.5及び F句.6に於て必要保件が皆漏足されるO

dZ 1 ] IO 1 u 
一般に -1-= _一--e = -e …(15) 

αχ w q qj 

であるから Z卒I古iに於ける各法及び間際の大きさに闘する微分方程式ば

dz=-~Z. dχ dt 1 z=-dχ. llt・(lCf('~ 

に (15~ ， (7)， (12)， (5') を矧いて次の様に得られる:

dz= '!1!Asr，，2Ç~ -::s~ì1:__'&~j)_ C!_}~~~ηご (cnÇ十dnÇ) (kcnご十dμご).7~ ) 
ア dC..・(1s)

7tlc!2(sn:JC -S}L勺ρ(.c:;n2C-R'n2ごj)dご

Zb=O主して (16)を積分すると(10)，(11)を使ヲて

( 10 ) 
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F'ig，8は前節と粉々異った形であうて， Fig.9乃至 F'ig.1:2は夫々 ω，.f2， χ及び t

zr.面の馬像を示す。

先宇 β -t聞の馬像i!i[教を下の如くとる:

及[(t-d)dt
dll=一一一 / 一一 …(25)/ 

-(t-b. t-g) l/t二a.t-h 

但し M=常数，ー∞くhくgくdくσくb<αく∞， …(26) 

として‘O 商の無限遠 B 及び D 黙に於ける保件から (2:j)の M を治去すると

同Ii寺に

dβ=-4(〆α-b.b-h↓下/α-g・ f!-~::_!l，i -;--.---c!J~~ … (27) 
¥ t-bーす --t=-g-----)l/t__:_â~ t__:_h 

b-d /α-0. b-h 
d-g-rα-g・g--h …(28) 

sn2C t-b dt _() ，1-. ~'\ snC cn，C d1にsnZcj
前と同様に y 一一一一 一一千 =2(b-g)一一一一一一-14 ・ぺ29).(29')sn2cj - t-g' dC -，~ .u (sがCj_sn2C)2

但し (Fig.13)がニ(α-b.g-h)/(α-g. b-h)， sがCi=(α-g，/(α-b)，

c=ξ+I17' Cj=K+iC1ー λ)K' …(30)

これで (27)は

ルーふーんsμc， 間

となり，従って
_ i(cnC+dnC)(kc?に+dnC)
一一一-~sえ 1…(32) 

また (28)と (29)とから CG間 (Fig.8及び Fig.10)の段高速度の鮪 Dtc.於て弐

の関係が得られる:

snr;d=snio K' =i ly' k . 人 δ=;-f ..・(33)

D結で .f).=lg(qj/qd)十i1t/2として (32)，(3めから U 賠に於けるjA度 qJは

qd=qj(1-11め/(1十〆わ…(34)

C貼に於ける速度 qcは同様に (3わから c='iy K' (Fig.13)として

従って

qj ー(]寸イゆc!S'，k')2坐土中る~yJf.~，~/) 
qc - k'2sn，( y K'， k' )cnC y K'， k') -・・(35)

1 (qj ，.qc¥_ d:n(yK'， k') ハ 1
2 ¥石l 函-7= (1-丙玩己主"k')ω (yK'，k') =!cll 

i…(36) ユ-(_q j 立~ì _ k+dが(yKりが) -nl I 
2 ¥ qc qj I -k'2sn(y K'， k')ω (yK'， k)-~ J 

J賠に於ては {}i=α として (3わから

cosα=Cl+k)s"凡(λK'，k)cn(λK'，k')/dn(λK'，k') ) 

sina= {kcn2(λK'， lc')-cn，2 (λK'， k')}/伽 (λKllc') ]'・ (37)

次にχ-t間の関係を次の様にとると必要な僚件が皆満足される。

ψf dt 
χ- 7t・2二五， 但し 11'1=qc Bc =qj Bj …(38) 

従って州

( l~ ) 
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Fig. 10. Q-Plane. 

Fig. 8. 7.-PJanc. Fig. 9. w-Plane. 
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Fig. 12. t咽 Plane.
Fig.13. C-Plane Fig. 11. x:-Plane 

以上は第 1報として一般の計算式を記すに慣めたが，質例に関する数値計算及び賞験結

果に関しては迫て報告する積りであるO

(本論に関する賓験等は文部省科皐研究費によって行っている)

噴流による底力上昇装置の理論

昭和 23年 11月27日受理 渡 良区*

Ichir函Watanabe:Theoretical Study on Pressure Generating System by a Jet. 

The theoretical performance characteristics of a pressure generating system using a 

multi-jet are studied when the working fl uids are air. The previous calculations 

carried on by the same author when the single jet was used， showed that， the smaller 
the ratio of the sectional areas of jet and surrounding pipe， i. e.， when the smaller 

amount of compressed air to be used to compress larger amount of low pressure 

air， the Iower the effIcIencIes of the system. In thIs report， theoretIcaI calculatIons 

are carried on the multi-jet system such as thrust augmenter of a jet to find the 

efficiency to be raised to some extent. 

I 緒 言 ヱジェクタは噴流によって員2誌を褒生する装置であって，これは理論的

にも寅験的にも十分研究されている。管の中を祭休を流して烏いて， エジェクタを逆に使

うと，噴流による置き力上昇猿置が得られるはす軍であるが， この場合は理論的には殆んど研

究されていない。このような噴流による墜力上昇装置は種々の方面に利用されているので

筆者は以前に気体はp 噴流もまた管内を流れる祭休も共に答集として，噴流が 1つ管内に

ある場合を理論的に研究したことがある。この計算によると，噴流と管路の断面積の比が

小さくたると，即ち少量の高座空気で多量の窓無を麿縮し主うとする ξ，この麿力上昇装

牢:::r.博，慶慮義塾大事敬授， Dr. Eng. P.rof. of Keiogijuku University. 
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